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（3）横取り設備

　全体反力が2300t、1支点あたり575tと大反力であった

為、荷重の分散と横取り時の安定度を考慮して横取り軌

条は2軌条での配置とした。推進設備としてはテフロン

機能を有したスライドベース（300t耐力×4台）と水平

油圧ジャッキ（50t能力-1050ST×2台）を推進力とし、

主桁受点部は高剛性の架台を設置して反力装置に荷重を

均等載荷させた。また、それぞれの支点の装置は連動さ

せ1箇所に集中制御して動作管理を行った。

（4）実荷重　載荷試験

　ジャッキアップの際、先に記した地盤改良箇所に反力

が作用すると、地盤沈下のリスクがあった。そこで本施

工に先立ち地盤載荷試験を実施し、その挙動を確認した。

　その中で基礎部の沈下状態、設備のなじみ、設備の異

常有無、左右桁の荷重バランス、支承の縁切状態と総合

的な目線で載荷試験を行った。

　測定の結果、沈下量は2mm程度であり同条件の試験

を2回行い、その地盤の挙動が同じであったのと設備に

異常がなかったのを判断材料として、本施工の一括横取

りに取り組んだ。

（5）試験引きの実施

　事前に試験横取り（1050mmの横取り・引き戻し）を

行った。この試験引きによって鋼材のなじみ量やベント

沈下量等の測定、ジャッキの動作確認、桁の地切り、軌

道工や電気工の各部署による、本施工のシュミレーショ

ンを行った。その中で相互の連絡体制や、計測の人為的

な作業がタイムスケジュールに大きな影響を与える事が

確認できた。その後の検討会において、各部署の役割の

再認識、相互連絡の簡素化等を図ることにより、本施工

の一括横取り作業に反映させる事ができた。
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写真－５ 主桁扛上・支承縁切 

 

写真－６ 試験引・横移動完了 

図－8　横取り設備概要図

写真－4　横取り設備

写真－6　試験引き・横移動完了

写真－5　主桁扛上・支承縁切
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（6）ジャッキストローク　余裕量確保

　スライドジャッキの鉛直ストローク機能が100mmあ

り、当初はそれにて施工計画を進めた。横取り時におい

ての不測沈下等による、左右桁のバランス調整が出来な

くなる恐れが生じるのを考慮し、スライドジャッキ上に

低器高の補修用ジャッキ（200t耐力-25mmST）を追加配

置し、合計125mmのジャッキストロークを確保し不測

沈下に対応した。

　通常桁受け部は、サンドル材やライナー材等で仮受け

する構造が多いが、ジャッキ設備を二重構造に変更する

ことによって、荷重点の明確化と作業性の改善、調整作

業の簡素化の利点があった。

（7）支承回転拘束治具の設置

　本橋の支承はピポット支承を採用しているため、全方

向に対して自由に可動することになる。そこでその回転

を拘束する治具を事前に設置しておき、その支承の角

度、位置を保持することにより横取り後の調整作業をな

くすことができ、全体作業時間を短縮する結果となっ

た。

（8）横取り時　管理計測

　横取移動時の反力荷重は数値をデジタル表示とし、バ

ランス具合を管理した。また、全体移動量は光波計測・

橋台での目視計測を起終点で行い、その数値にて横取り

桁の平面的な回転の挙動を管理した。

図－9　補修用ジャッキ配置概要図

写真－8　支承回転固定治具

写真－9　ジャッキ反力　デジタル表示

写真－7　補修用ジャッキ
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5．活線切替報告

　平成28年4月2日夜から翌3日にかけて、横取り架設を

実施した。横取り後の桁据付け精度は建築限界、軌道整

備目標、構造物の離隔等、総合的に勘案して以下の精度

管理値を定めた。

　今回の全体作業時間は全体タイムサイクルを考慮し、

拡大線閉時間枠を採用し線閉間合327分で実施した。横

取り自体は施工時間を145分確保していたが、先に記し

たリスク回避の取り組みの甲斐もあり、105分程度で作

業を終えることができた。また、切り替え作業自体も試

験引きのシミュレーションの効果により、全体で約1時

間程度短縮して完工することができた。

6．おわりに

　本工事は、現在、建設中のおおさか東線工区の中でも

非常に注目度・難易度の高い工事であった。また、現

在、供用している鉄道桁の中で試験引きを実施している

事例は少なく、当夜での線路切替えを万が一の失敗も許

されないという高い共通意識が成功とともに高い精度に

繋がったと思う。

　最後に本工事にあたりご指導、ご協力いただいた関係

者の方々に深く感謝を申し上げます。

� 2017.1.10　受付
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